






1.調査目的

 諸外国と比して、わが国の産科診療の特徴は、病院であれ有床診療所であれ、比較的小

規模の分娩数を取り扱う施設が多い事が指摘されている。この比較的小規模の施設に於い

て緊急事態が発生した場合、高次病院への患者搬送という手段で対応しようとしてきた。

わが国の低い周産期死亡率は未熟児・あるいは母体搬送システムが寄与した事は多くの指

摘かある。妊産婦死亡の動向に対しても患者搬送の状況が関与する事は疑いない。そこで

本調査で抽出された妊産婦死亡例の搬送状況を調査した。病院産婦人科の緊急対応の状況

は病院の規模・設立母体・設立目的・性格によりまちまちであるので、比較的規模・診療

状況が想定しやすい有床診療所からの搬送例に主として焦点を合わせた。また、突然重大

な事態が発生する疾患に頭蓋内出血が挙げられるので、頭蓋内出血についての連携の問題

も検討した。

  今回の調査中、心疾患に関しては、危険因子として、病名が列記できるだけである。マ

ルファン症候群の解離性大動脈瘤、肺高血圧症、弁置換術後の妊娠、評価のなされていな

い心疾患が妊産婦死亡として報告された。これらは個別の重点管理が必要であり、妊娠前

の管理と評価が大きく影響するはずである。症例数も少なく今回の調査では搬送システム

に関与するような問題は明らかにはならなかった。


